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（参考様式別紙） 

 

アイヌ施策推進地域計画 中間（事後）目標評価報告書 

   

実施主体名 計画の名称 （中間）目標年度 

北海道厚岸町 厚岸町アイヌ施策推進地域

計画 

令和６年度 

 

１．目標の達成状況 
 

アイヌ施策推進地域計画における(中間)目標 
 
目標値 A 

 
実績値 B 

達成率(%) 
 

Ｂ／Ａ 

 
備考 

厚岸かぐら同好会会員数 

（厚岸かぐら衣装等購入事業、遺跡出土品保存

処理事業） 

６人 ５人 83.3％  

厚岸町海事記念館入館者数 

（厚岸町海事記念館展示物等充実事業、チャシ

跡及び竪穴群現況地形測量・３Ｄ模型製作事

業） 

4,800 人 4,484 人 93.4％  

湾月生活館延べ利用人数 

（湾月生活館改修事業） 

2,274 人 1,739 人 76.5％  

 
 

アイヌ施策推進地域計画における（中間）目標 
 

達成状況 
 

備考 

厚岸かぐら同好会会員数 

（厚岸かぐら衣装等購入事業、遺跡出土品保存

処理事業） 

中間目標年度（令和４年度）

には目標値を達成したが、

その後の会員数の減によ

り、直近値では目標値の達

成には至っていない。 

 

厚岸町海事記念館入館者数 

（厚岸町海事記念館展示物等充実事業、チャシ

跡及び竪穴群現況地形測量・３Ｄ模型製作事業） 

目標値を達成した年度もあ

ったが、直近値では目標値

の達成には至っていない。 

 

湾月生活館延べ利用人数 

（湾月生活館改修事業） 

新型コロナウイルス感染症

の５類移行によりコミュニ

ティ活動は活発化してきて

いるものの、目標値の達成

には至っていない。 

 

 

 （コメント） 

・厚岸かぐら同好会会員数 

 令和３年度及び令和５年度に整備した新たな衣装や道具等の活用により、会員数が
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増加したが、令和６年度は会員の逝去により、会員数が減少したため、目標値を達成す

ることができなかった。 

・厚岸町海事記念館入館者数 

 令和４年度までの実施事業により、令和５年度は入館者の増加が見られたが、令和６

年度は町内宿泊施設を利用する小学生の宿泊研修プログラムによる団体入館者数の減

少により、目標値を達成することができなかった。 

・湾月生活館延べ利用人数 

 目標値の達成には至っていないが、新型コロナウイルス感染症の５類移行によりコ

ミュニティ活動は活発化してきており、また、地域住民に対して老朽化改修により利便

性の向上が図られた当該施設でのフリーマーケット等の開催により利用促進を図って

いる。 

 

２．（中間）目標達成のために実施した各事業の進捗状況と効果 

事業の進捗状況 事業実施主体 

・厚岸かぐら衣装等購入事業 

 令和３年度に「厚岸かぐら同好会」が使用している衣装 160 着

（子供用 150 着（小・中・大それぞれ 50 着）、大人用 10 着）を更

新、整備した。 

・厚岸かぐら演舞用道具及び楽器購入事業 

 令和５年度に「厚岸かぐら同好会」が使用している演舞用道具と

楽器を購入した。 

厚岸町教育委員会 

 

 

  事業の効果 

 アイヌ文化の保存・継承に資する事業であり、演舞披露のための衣装等を購入・整備

することにより厚岸かぐら同好会の活動意欲の向上はもとより、伝承校である真龍小

学校の子どもたちの関心の高まりなど、厚岸かぐらの伝承と普及及び後継者の確保が

図られ、今後、厚岸かぐら同好会会員数の増加が見込まれる。 

 

 

事業の進捗状況 事業実施主体 

・遺物出土品保存処理事業 

 町内の遺跡から出土した鉄鍋・刀子等の金属製品の保存処理を

実施した。 

厚岸町教育委員会 

 

 

  事業の効果 

 アイヌ文化に関する遺物の保存処理を行うことで、適切な状態が保たれている。これ

らは、これまでに展示されていないため、今後、特別展等で展示を行うことで、厚岸町

海事記念館入館者数の増加が見込まれる。 

 

事業の進捗状況 事業実施主体 

・厚岸町海事記念館展示物等充実事業 厚岸町教育委員会 
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 令和２年度にアイヌ民族の伝説に纏わる全天型映像作品とイタ

オマチプ（板綴舟）の復元模型を製作したほか、アイヌ文化の解説

用機器としてデジタルサイネージとＤＶＤを購入した。 

 

 

  事業の効果 

 プラネタリウムにおける全天型映像作品やイタオマチプ（板綴舟）の復元模型の展示

物等の拡充については、いずれもアイヌ文化への関心を高める事業であり、今後、厚岸

町海事記念館入館者数の増加が見込まれる。 

 

事業の進捗状況 事業実施主体 

・チャシ跡及び竪穴群現況地形測量・３Ｄ模型製作事業 

 令和３年度には先住民族の集落跡とチャシ跡を抱合した遺跡で

ある北海道指定史跡厚岸神岩砦跡及び竪穴群について、レーザー

スキャナを用いた測量を行った。 

 令和４年度にはレーザースキャナを用いた測量により得た立体

的な地形データから詳細な模型を製作し、厚岸町海事記念館に展

示た。 

厚岸町教育委員会 

 

 

  事業の効果 

 観光の振興その他の産業の振興に資する事業であり、北海道指定史跡厚岸神岩砦跡

及び竪穴群の詳細がわかる立体的な地形データから詳細の模型を製作し、厚岸町海事

記念館に展示することで、観光資源としての活用とアイヌの伝統等に関する理解の促

進が図られ、今後、厚岸町海事記念館入館者数の増加が見込まれる。 

 

 

事業の進捗状況 事業実施主体 

・湾月生活館改修事業 

 令和２年度には老朽化による屋根の錆び、軒部分の剥がれが生

じていたため、屋根の葺き替えを行った。 

 令和３年度には老朽化による損傷が激しい内装の全面改修及び

外壁の改修を行った。 

厚岸町 

 

 

  事業の効果 

 地域内の交流の促進に資する事業であり、地域住民のコミュニティ活動の場を整備

し、フリーマーケット等を開催したことによって、地域内の交流の促進が図られ、今

後、当該施設の延べ利用人数の維持が見込まれる。 

 

 

３．今後の方針等 

 （コメント） 

 令和６年度に行った保存処理した遺物の特別展を実施するほか、令和７年度には「厚

岸かぐら」の過去に記録された媒体のデジタル化や、町内在住のアイヌ民族からの聞き
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取り調査を行い、アイヌ文化の保存・継承を図るとともに周知活動に努め、今後も「厚

岸町アイヌ施策推進地域計画」に掲げた数値目標の達成に向け、町内のアイヌ関連資料

や伝承などをまとめた企画展の実施や聞き取り調査結果の取りまとめなど必要な施策

を展開していく。 

 


